
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



富士市立中央病院「出前講座」 
 

「出前講座」は、市民の皆さまに当院職員が持つ専門的知識・技術などをご紹介

するための講座です。 
この講座を通じて、市民の皆さまの医療や健康に対する意識と知識向上のため

のお手伝いができればと思います。 
 

  
○講座メニュー 

・別表に記載のメニューからお好みのテーマをお選び下さい。 

・テーマの組み合わせもできます。 

 

○開催会場と開催可能期間・時間 

・会場は申込者により手配していただきます。（原則として市内に限ります。） 

・開催可能期間は、５月から翌年２月末日までです。日曜日と国民の祝日に関

する法律に規定する休日及び 12 月 29 日から１月３日までは除きます。 

・開催時間は、原則として月曜日～金曜日の午後１時 30 分から午後 5時まで 

 いずれも 1講座につき２時間以内です。 

 

○申し込みができる方 

・原則として、市内に住んでいるか、通勤・通学されている人で構成され、講

座当日 10 人以上の参加が見込まれるグループ・団体です。（学校・会社・町

内会・医療施設等） 

 

○その他 

・講座はすべて無料です。 

・政治、宗教、営利活動などの会場及び催しには職員を派遣できません。 

・講座に関する質問や意見交換は行いますが、苦情や要望などはご遠慮くださ

い。 

・業務の都合などによりご希望の日程に添えない場合もありますので、予めご

了承ください。 

  

○申し込み方法 

・受講を希望する日の前々月の 15 日までに､事務部病院経営課まで「富士市立

中央病院｢出前講座｣利用申請書」（第１号様式）を提出してください。 

 

  ○問い合わせ先 

・その他、不明な点がありましたら、下記までご連絡ください。 

    〒417－8567 富士市高島町 50 番地 

         富士市立中央病院 

         事務部 病院経営課 

          電 話<0545>52-1131 内線 2222 

          ＦＡＸ<0545>51-7077 

          Ｅ-mail ch-keiei@div.city.fuji.shizuoka.jp 

mailto:ch-keiei@div.city.fuji.shizuoka.jp
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